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今 日、救いがこの家を訪れた。この人もア

プラハムの子なのだから。

(ルカによる福音書 19章 9節 )

ザアカイは、徴税人の頭で金持ちで した。

今で言えば税務署長です。現代では 「税務署

で仕事 しています」なんて言つたら、「良いお

仕事ですね」 と言われるでしょう。 しか し、

この時代は違います。徴税人は同胞であるユ

ダヤ人から税金を集め、それをローマ帝国に

おさめる仕事をしていました。 これをユダヤ

人の側から見ると、「あいつ らはにつくき敵の

ローマの手先 となって、自分たちが汗水た ら

して蓄えた大切 なお金 を取 り立ててい るん

だ」 とい うことになって しまい、けしからん

奴だと思われていました。徴税人はユダヤ人

でありながらユダヤ人 とはみなされません。

さらに神様の恵みにあずかれない罪深い者だ

とさえ考えられていました。そ うしたことが

当人たちをどんなに傷つけていたか、言 うま

でもありません。

しか しザアカイは、 自分から望んでそのよ

うな道を歩んでいったのではないはずです。

このザアカイを皆 さんと一緒にして しま うの

は気がひけますが、少 しでも世の中で働いた

経験がある方なら、多かれ少なかれ不本意な

生き方を余儀なくされたとい うことがあると

思 うのです。つま り、自分はそ うしたくはな

かつたのにそ うするしかなかった、その中に

は自分の良心に反 し、悪い とわかつているこ

とでもしなければならない とい うこともある

でしよう。 もちろん社会の中で素晴 らしい人

との出会いもあれば、心に残 る感動的な出来

事もありますが、…自分は良心に恥 じない生

き方をしてきたと胸をはって言い切 ることの

できる人がどれほどいるでしょうか。

さてザアカイは、イエス様が どんな人かの

ぞいて見ようとしましたが、群衆に遮 られた

ため、先回 りをしていちじく桑の本に登 りま

した。すると下を通 りがかつたイエス様が、

なんと上を見上げて 「ザアカイ、急いで降 り

て来なさい。今 日は、ぜひあなたの家に泊ま

りたい」 と声をかけたのです。ザアカイはた

いへんに驚き、また喜びま した。それは、イ
エス様が自分のような、世間でまともな人間

とは思われていない者に声をかけて下さつた

からです。

こうしてイエス様はザアカイの家の客 とな

りました。二人の間にどんな会話がかわされ

たのかわか りませんが、このあとザアカイは
「主よ、わた しは財産の半分を貧 しい人々に

施 します。また、だれかから何かだましとっ

ていたら、それを四倍にして返 します」 と言

っています。それまで人々からつまはじきにされ

て、ただお金のためだけに生きていたザアカ

イが、そのお金を差 し出す とい うのは大変な

ことで、これはザアカイの中で魂の変革が起

こったことを証 ししているのです。

イエス様は言われました。「今 日、救いがこ

の家を訪れた。 この人もアブラハムの子なの

だか ,Ь 。』」。

アブラハムは神の民ユダヤ人の祖先です。

ザアカイがアブラハムの子であるとい うのは、

だから彼 も神の民の一員なのだとい うことで

す。ザアカイはそれまで、自分のような者は

人々からはもちろん、神様からもしりぞけら

れていると思つていました。 しかしイエス様

は、お前もかけがえのない人間なのだ、決 し

て神様の前か ら行方知 らずになったままでい

い人ではないと言われます。イエス様の言葉

を、ザアカイは神様の言葉 として受け取 りま

した。    
・

このことは、ひ とリザアカイばか りでなく、

イエス様に出会ったすべての人が体験するこ

となのです。イエス様がザアカイを訪れたこ

とは、神様の訪れでもあ りま した。ザアカイ

はだからあんなにも喜び、人間として生まれ

変わ り、その喜びをさらに家族や多 くの貧 し

い人々と分かち合 うまでにな りました。ザア

カイに現われたイエス様はいま皆 さんに、ご

自分の招きに応えるようにと呼びかけてお ら

れます。皆 さんは、どうなさいますか。

(2016年 11月 19日 のネL拝説教よ
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